
 
 
 
 
 
 
 
 

 ～朱雀第一小学校の合同研修会に参加して～ 
 

7 月 25 日に朱雀第一小学校で幼保小の合同研修会が行われました。今回は、朱雀第一小学 

校の教職員以外に、光明幼稚園・朱一保育園・六満こども園の園長先生方や洛中小学校の先 

生方も参加されました。この合同研修会では、まず、幼保小のそれぞれの教育・保育のあり 

方について協議した後、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）」について、下 

記の「帽子とり」などの具体的な事例を通した子どもたちの見取りを学び合いました。 

 今回の「架け橋通信」は、こうした合同研修会の内容に加え、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を通した

幼保小の連携・接続についてまとめました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～幼保小の子どもの学びと育ちをつなぐ～ 令和５年度 第３号 

（令和５年１１月発行） 
京都市教育委員会 学校指導課 

幼保小の架け橋プログラム担当 

TEL:075-222-3746 

○幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）とは… 

・就学前施設において、幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねることにより、幼児教育において育みたい資 

質・能力が育まれている幼児の具体的な姿である。 

・到達されるべき目標でなく、それぞれの項目が個別に取り出されて指導されるものでもない。 

・就学前施設と小学校が、「１０の姿」の共通理解のもとに、子どもの姿を中心に捉えて話し合い、架け橋期の 

カリキュラムの策定の手掛かりとすることができる。 

 

１０の姿の具体的構成 

① 健康な心と体     ② 自立心     ③ 協同性     ④ 道徳性・規範意識の芽生え     

⑤  社会生活との関わり   ⑥  思考力の芽生え      ⑦ 自然との関わり・生命尊重     

⑧  数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚      ⑨  言葉による伝え合い       ⑩ 豊かな感性と表現  

 

○１０の姿の捉え方の例  

帽子とり…小学校でよくされる騎馬戦の騎馬のない遊び。チームに分かれて帽子を取合い、勝敗を競う遊び。 

     帽子とりのルールは、園によっても違う。また、同じ園でもどんどん進化していく。 
 

・この活動では主に「健康な心と体の育ち」をねらって取り入れるが、この遊び 

を見ていると経験上それだけではない下記のような姿が現れると考えられる。 
 

① 健康な心と体…体を動かすことで様々な動きを獲得し、体を動かす心地よさ 

を味わう。 

② 自立心…自分たちの力で遊びを進める充実感を味わう。 

③ 協同性…友達とチームの勝利のために協力する心地よさやチームの一体感を 

味わう。 

④ 道徳性・規範意識の芽生え…ルールを守って遊ぶ楽しさを味わう。帽子を取 

られそうになっても心を調整してルールを守ろうとし、その大切さが分かる。 

⑤ 思考力の芽生え…どうしたら帽子を取られずに逃げ、相手の帽子を取れるか、自分やチームの仲間と考えた

り、試したり、失敗しながら考えを深める。 

⑥ 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚…チームの人数を決めたり、取った帽子の数を数えたり、数の

違いを確かめたりしながら、数量への感覚を豊かにする。 
 

 このように一つの活動で、「今、どのような姿が育まれているのか」という見取りが大切になります。 

 

○１０の姿についての理解を深める連携・接続 

 ・具体事例を通し「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」として、どのような姿が見られるのか、実際の保育 

の場面（動画や写真の利用も可）を取り上げて、幼保小の保育者と教員が話し合うことが大切である。 

 ・事例を通した協議では、次のような視点で話し合うことが有効である。 

   視点① 幼児にどのような力が育とうとしているかについて、１０の姿を手掛かりに考える。 

   視点② 育ちつつある姿が、小学校の教育のどのような場面につながるかを考える。 

   視点③ 園の先生や小学校の先生が大切にしている関わりについて共有する。 

 

特 集 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）とは⁈ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参考資料…中教審 教育課程部会 幼児教育部会(H28.3.第６回)より 

 
 

 

  教科等の特質に応じた「見方や考え方」や資質・能力を 
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   遊びや生活の中で、幼児期の特性に応じた 
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１０の姿とスタートカリキュラムのイメージ （案） 

幼 児 期 の 終 わ り ま で に 育 っ て ほ し い 姿  （１０の姿） 

この図の「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の濃淡は、小学校教育の各教科領域との関連がわかるように示したもの。

幼児教育において小学校教育を前倒しで行うことを意図したものではない。 

基本的に全教科に関わっているが、濃い部分は特に意識的につながりを考えることが求められている。 

「見方や考え方」や資質・能力をさらに成長させる 

中学年以降の学びへ 

 
 

 

 

算数 
事象を数理的に

捉え、論理的に考

え、統合的、発展

的に考察するこ

と。 

生活 
身近な自然事象や

社会事象を、規則

性や関係性といっ

た視点で捉え、そ

れらを比較、分類、

関係付け、工夫、

試行、予測するこ

となどを通して、

自分自身との関係

にも気づきながら

考察すること。 

音楽 
音楽に対する感性

を働かせて、音楽

を形作っている要

素とその働きの視

点で音楽を捉え、

音楽的な特徴と、

イメージや感情、

生活や社会、文化

等との関わりにつ

いて音楽活動を通

して考えること。 

国語 
言葉で表現した

り、理解したりす

ることを通して、

物の見方や考え

方を広げたり、深

めたりすること。

また、表現したり

理解したりすると

きの言葉の働き

や仕組みを捉え

ること。 

図工 
感性や想像力等を

働かせながら、形や

色などの造形的な

特徴を捉えるとと

もに自分のイメー

ジをもつなどして、

自分や他者との関

わりや、生活、社会

等との関係の中

で、見たり創造的に

考えたりすること。 

体育 
運動やスポーツにつ

いて、その意義や特

性に着目しつつ楽し

さや喜びを見出し、

公正、協力、責任、参

画、健康・安全といっ

た視点を踏まえなが

ら「する・みる・支え

る」等の豊かなか関

わり方について考察

すること。 

道徳 
様々な事象を道

徳的諸価値との

関わりで多面

的・多角的に捉

え、よりよい自

己の生き方やあ

り方について考

察すること。 

特活 
集団や社会の形成

者という視点から

様々な諸問題を捉

え、各教科等で培

った見方や考え方

を効果的に活用し

て、よりよい学級・

学校生活や社会及

び自己の実現向け

て考察し、実践す

ること。 

「スタートカリキュラム」を通じて、各教科等の特質に応じた学びにつなぐ 

豊かな感性と表現 

社会との関わり 

思考力の芽生え 

自立心 

協同性 

数量・図形、標識や文字などへの関心・感覚 

言葉による伝え合い 

道徳性・規範意識の芽生え 

健康な心と体 

自然との関わり・生命尊重 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と小学校教育との関係 


